
  

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

さ
ら
に
一
歩
先
へ

　

今
年
７
月
30
日
、
消
費
者
庁
の
恒
常

的
拠
点
と
し
て
徳
島
県
庁
に
「
新
未
来

創
造
戦
略
本
部
」
を
開
設
い
た
し
ま
し

た
。
私
自
身
が
本
部
長
を
務
め
、
現
地

を
統
括
す
る
本
部
次
長
と
し
て
新
た
に

審
議
官
を
置
き
ま
す
。
ま
た
、
産
官
学

の
多
様
な
人
材
を
構
成
員
と
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
知
見
を
相
互
に
連
携
さ
せ
る
こ

と
で
、
そ
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
徳
島
等
の
実
証

フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
用
し
た
モ
デ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
チ
ー
ム
と
、
デ

ジ
タ
ル
化
等
の
新
し
い
課
題
に
関
す
る

消
費
者
政
策
研
究
を
行
う
チ
ー
ム
を
設

置
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
に

対
応
し
た
実
証
や
消
費
者
行
動
特
性
の

研
究
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
依
田
高
典
京
都
大
学
大
学
院

教
授
を
セ
ン
タ
ー
長
と
し
た
新
た
な
国

際
消
費
者
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
国
際
的
な
研
究
を
牽
引
し
て
も
ら

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
昨
年
の
Ｇ
20
消
費

者
政
策
国
際
会
合
の
レ
ガ
シ
ー
を
活
用

し
た
研
究
な
ど
の
中
核
と
し
て
機
能
す

る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

 「
新
し
い
日
常
」に
対
応
し
た

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
を

　

消
費
者
庁
は
、
昨
年
９
月
に
10
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
消
費
者
行

政
は
現
在
、
ぜ
い
弱
な
消
費
者
の
増
加

等
の
消
費
者
の
多
様
化
や
、
デ
ジ
タ
ル

化
等
の
社
会
情
勢
の
変
化
の
中
で
、
新

し
い
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　

直
近
で
は
、
高
齢
化
、
人
口
減
少
、

国
際
化
の
ほ
か
、
成
年
年
齢
の
引
下
げ

や
外
国
人
へ
の
対
応
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
対
策
や
災
害
対
応
な
ど
緊
急
時
の

取
り
組
み
も
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

ま
た
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
の
時
代

は
「
新
し
い
日
常
」
に
よ
る
持
続
可
能

な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
だ
ま
さ
れ

な
い
だ
け
で
な
く
、
未
来
を
つ
く
る
た

め
に
自
ら
考
え
、
行
動
で
き
る
消
費
者

を
育
む
こ
と
も
必
要
で
す
。

徳
島
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　

徳
島
県
で
は
、
飯
泉
知
事
の
強
力
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
実
証
フ
ィ
ー

ル
ド
の
提
供
や
産
官
学
の
多
様
な
主
体

の
協
力
が
得
ら
れ
る
な
ど
、
新
し
い
消

費
者
行
政
を
推
進
し
て
い
く
環
境
が

整
っ
て
い
ま
す
。
戦
略
本
部
が
、
地

域
と
協
働
し
た
新
し
い
消
費
者
行
政

の
地
平
を
切
り
拓
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
「
消
費
者
」
と
は
、
県
民
、
市
民
一

人
ひ
と
り
で
す
。
個
人
個
人
に
寄
り
添

い
、
地
域
の
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、

安
心
で
き
る
将
来
に
向
け
た
社
会
イ
ン

フ
ラ
と
な
る
消
費
者
行
政
を
つ
く
る
拠

点
と
な
る
よ
う
、
職
員
一
同
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
徳
島
県
民
の

皆
さ
ま
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

県産材のテーブルが配置された、明るくゆったりとしたオフィス。

消費者庁 新未来創造戦略本部開設。

徳
島
を
恒
常
的
な
拠
点
と
し
な
が
ら
、

消
費
者
行
政
の
地
平
を
切
り
拓
き
た
い
。 

消
費
者
庁
長
官

﹇
新
未
来
創
造
戦
略
本
部
長
﹈
伊い

と

う藤 

明あ

き

こ子
さ
ん

●レシピ提供／もうかるブランド推進課

① ヨーグルト、生クリーム、砂糖、すだち果汁をボウルに
入れ、泡立て器でなめらかに混ぜ合わせる。

② 耐熱容器に流し入れ、冷凍庫で冷やし固める。途中2
～3回全体をかき混ぜて空気を入れるとふんわりとした
舌触りに。

③ 食べる時に、［Ａ］の「はちみつすだち」を汁ごとかける。
●プレーンヨーグルト 500ml ●生クリーム 1/2カップ
●砂糖 1/2カップ ●すだち果汁 3個分
［Ａ］はちみつすだち＝●はちみつ 大さじ2 ●すだち（薄い
輪切り）1個分

すだちフローズン
作り方

材　料
（６人分）

　皆さんはご先祖様や大切だった亡き人の墓前で手を合
わせると、気持ちが落ち着いたり、心が穏やかになったりする
ことはないでしょうか。
　ここ徳島市には、徳島藩主であった蜂須賀家の歴代藩
主のお墓が二カ所あります。一カ所は下助任町の助任緑地
にある興源寺墓所に、もう一カ
所は眉山北側の南佐古地区の
万年山墓所にあります。
　興源寺墓所は仏教式、万年
山墓所は儒教式です。興源寺
墓所は、墓地公園として「助任
緑地」が整備され、徳島藩主・
蜂須賀家の歴代藩主や一族の
墓があります。
　万年山墓所は、10代藩主、
重
しげよし

喜により新たに造営されました。この10代藩主の時代は、
阿波国徳島が、藍・たばこ・塩で栄えました。なお、このように
一つの山に先祖代々の眠るお墓があるのは儒教の教えによ
るものだそうです。この眉山山頂から見える吉野川の景色
は本当に美しく、ゆっくりと時を刻んでいます。
　皆さんもぜひ徳島藩主のお墓を巡り、歴代藩主や一族が
徳島の繁栄を願っていた気持ちに心を寄せてみてはいか
がですか。
●皆さんからのご意見・ご感想をお待ちしています。
グローバル・文化教育課 
☎088-621-3054 
FAX088-621-2882

あわっ子文化大使通信
あわ文化を次の世代に伝承し、徳島の魅力を県内外に発信する
 「あわっ子文化大使」のリポートです。

ふるさと発見！

●あわっ子文化大使リポーター
徳島県立城ノ内中等教育学校  篠

しのはら
原  大

たいせい
晴

藩主のお墓

10代藩主重喜墓（万年山）

助任緑地（興源寺）

「あわっ子文化大使」活動
開講式の様子がこちらから
ご覧になれます。

徳島から全国、そして世界へ羽ばたく消費者政策を徳島に新しい人の流れを呼び込み
東京圏への一極集中の是正・地方創生に貢献！

●「とくしまスマートライフ宣言！」ステッカーは、「感染症に強
い徳島づくり」へのご協力を呼びかけるために作成し、県内
商業施設等の出入り口や会計カウンターなどへの掲示を進
めているところです。 ●県の各庁舎にて配布しています。 

詳しくは
こちらから

ホームゲームの
日程はこちら ！

ホームゲームの
日程はこちら ！

●お問い合わせ先
観光政策課  ☎088-621-2342 FAX088-621-2851
 （一財）徳島県観光協会  ☎088-652-8777  FAX088-625-8469

●詳しくはホームページで
徳島県観光情報サイト 阿波ナビをチェック！！

国の「Go To トラベル」で徳島県内の宿泊施設を利用し
た場合に、県内の観光施設利用やお土産購入、タクシー、
レンタカーの利用等に使えるおトクなクーポンを1人5千
円分プレゼント ！ 詳しくは阿波ナビをご覧ください。

徳島で
得する
ケン○ 見本券

県庁だより 【問】視聴覚障がい者支援センター
☎631-1400 FAX631-1500

●令和2年度職業訓練指導員講習
　（48時間講習） 
【とき】9月28～30日、10月5～7日
【ところ】県立総合福祉センター
【応募期間】8月17日～9月4日
【問】徳島県職業能力開発協会
☎662-5366 FAX662-0303 

●県立総合看護学校個別相談会 
【とき】8月17～21日9:00～12:00、13:00～
16:00
【内容】1人約30分、学校に関する質問等
【応募期限】8月14日12:00
【応募方法】電子申請
【問】県立総合看護学校
☎633-6611 FAX633-6628 

●道路協力団体 
県と連携して道路の維持管理等の活動を行う
民間団体を募集しています。
【対象区間】活動を希望する県管理道の区間
【応募期限】8月21日

●消防設備士試験 
【とき】10月11日
【ところ】徳島大学教養教育4号館
【応募期間】①書面・8月27日～9月4日
②電子申請・8月24日9:00～9月1日17:00
【願書請求先】消防試験研究センター徳島県
支部、各消防本部、勝浦町役場、上勝町役場、
佐那河内村役場、県消防保安課
【問】消防試験研究センター徳島県支部
☎652-1199 FAX652-1282

●点訳奉仕員養成講習会（基礎コース） 
【とき】9月1日～11月17日の毎週火曜日
【ところ】①県立障がい者交流プラザ
②海陽町役場海部庁舎
【対象者】初めて点訳の講習を受ける人でパソ
コンの基本操作ができる人
【応募期限】8月21日
【定員】①10人②5人（先着順）
【受講料】1,000円（テキスト代等）

島は日本固有の領土です。北方領土問題に対
する関心と理解を深めましょう。 

●7、8月は「徳島県男女協調月間」です 
県では、7、8月を「徳島県男女協調月間」と定
め、多様な生き方・働き方を実現できる、豊かで活
力のある社会の創造に向けた、男女共同参画
立県とくしまづくりを目指し、各種取り組みを重点
的に進めています。ぜひこの機会に「男女共同
参画」について学び、実践しましょう ！
【問】県男女参画・人権課
☎621-2177 FAX621-2844 

●はかりの定期検査 
取引や証明に使う「はかり」は、計量法に基づく
定期検査が必要です。既に計量士の代検査を
受けている「はかり」は免除されます。
【とき】小松島市8月24～27日、名東郡8月28日
【ところ】小松島市4会場、名東郡1会場
【問】県立工業技術センター
☎669-6369 FAX669-1988

※市外局番（088）を省略しています。

【問】県道路整備課
☎621-2547 FAX621-2868 

●県立南部テクノスクール受講生 
【訓練科】事務科
【ところ】四国進学会阿南校
【訓練期間】9月23日～12月22日（母子事業分
の準備講習期間：9月14～18日）
【定員】15人（うち母子分1人）
【応募期限】8月21日
【問】県立南部テクノスクール
☎0884-26-0250 FAX0884-26-1121

●障がい者職業訓練生
【訓練科】食品加工科
【訓練期間】9月15日～10月13日
【ところ】タカラ食品株式会社
【受講料】無料（教材費等別）
【応募期限】8月25日
【問】県産業人材育成センター
☎621-2353 FAX621-2852 

●8月は「北方領土返還運動全国強
　調月間」です 
択捉島、国後島、色丹島、歯舞群島の北方四

県主催の講習会や募集などさまざまな情報をお知らせします。

募集しています

資格・試験

お知らせ

講座・講習


